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まず、国が定めた診断基準。「高次脳機能障害」は、脳損傷後に認知機能の障害を持つ人が必要な

支援を受けられるように整備された、行政的な診断基準ということだよ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リンク：詳細は、国立障害者リハビリテーションセンター 高次脳機能障害・支援センター 

 「第１章 高次脳機能障害診断基準ガイドライン」を参照 
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わかりやすくポイントを整理すると・・・ 
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「脳損傷の場所や程度により、症状（障害）は１人１人異なる」と言ったよね。 

“脳のどの辺りの損傷でどんな症状が起こりやすいか…”を、おおまかに見てみよう。 

（スライド P８～１０） 
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前頭葉は、交通事故などの頭部外傷で傷めやすいところだよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
社会的行動障害はとても幅広い概念なので、単に「社会的行動障害」と言われたときは、具体的にど

んな症状なのかをやりとりしていくことが大切だね。これらの各障害については、 
リンク：当センターホームページ 入門講座２～４も参考にしてね。 
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各症状（障害）を理解する上で役立つ「神経心理ピラミッド」の考え方を紹介するよ。 それぞれ独立し

た症状に見えるけど、実は互いに関連してるんだね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「障害認識」とは、苦手になったこと（障害）を自ら理解することだよ。ピラミッドの一番上にあるんだ。 

ピラミッドの土台の機能が弱い人は、自分の言動を客観的に捉えたり、それを記憶にとどめにくいか

ら障害認識が難しいんだ。障害認識が出てくると自分で工夫や対策を取り入れやすいんだけど、障

害認識の獲得には時間がかかると言われているよ。 
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脳にとっても、睡眠や食事、適度な運動など「健康に良い生活」をすることはとっても大切なんだよ。 
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入院中と退院してからではリハビリの考え方が違うんだ。低下した機能を他の方法で補う練習をした

り、良好に保たれている機能やできることに目を向け生活を広げたりすることが、「回復」につながる

んだね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当初は、機能そのものの回復が見えやすいけど、ある程度経過すると変化が見えにくくなることが多

いんだ。 
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生活能力は、５年や１０年以上経っても、まだまだ向上すると言われているよ。 

これが生活リハ、社会リハが大切な理由なんだ。 
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精神障害者保健福祉手帳を申請できるのは、受傷・発症から約半年経ってからだよ。 

あとで紹介する、「障害福祉サービス」の利用は、高次脳機能障害の場合は、障害者手帳がなくても

診断書があれば申請できるよ。 
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受傷・発症時に加入していた医療保険や年金の種類によって補償が異なるんだ。 

業務中や通勤途上のケガ・病気の場合は、労災保険が、 
また、交通事故の被害者となった場合は、自賠責（自動車損害賠償責任保険）が、適用される可能性

があるよ。 
 
リンク： 

●傷病手当金（全国健康保険協会） 
 

●障害年金（日本年金機構） 
 

●労災保険（厚生労働省「労働災害が発生したとき」） 
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障害者総合支援法による障害福祉サービスと介護保険制度のサービスの２つがあるよ。 

現在の年齢と傷病の原因により、どちらの制度が優先して適用されるかが決まっているんだ。 

どちらも大体同じようなサービスがあるよ。どういうサービスが合っているのかわからない場合などは、

各地域の高次脳機能障害支援拠点に。 
 
各サービスの詳細や申請については下記へ相談を。 
 
相談先リンク： 

 ●各地の高次脳機能障害支援拠点機関 

（国立障害者リハビリテーションセンター 高次脳機能障害・支援センター） 

 ●京都市各区役所・支所の保健福祉センター（京都市情報館）   

 ●京都市障害者地域生活支援センター（京都市情報館）  
   ※リンク先の後半 （２）その他に関するものの５つめ  

 ●京都市地域包括支援センター（京都市情報館） 
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通所の施設について、参考にいくつか紹介するよ。次のスライドを見てね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近は、介護保険の施設も多様化してきているんだ。比較的若い方や元気な高齢者の介護予防を

目的とした運動中心のデイサービスなどもあるよ。１か所だけ見て、雰囲気が合わないと決めてしま

わずに、いくつか見学や体験することをお勧めするよ。介護保険に関しては、担当のケアマネジャー

か学区の地域包括支援センター（京都市情報館）へ問い合わせてみてね。 
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数は少ないけれど、障害福祉サービスの訓練施設もあるよ。医療のリハビリと違い、基本的には 
集団での訓練が多いよ。高次脳機能障害の方に特化した自立訓練施設は現在、１か所。 
リンク：●京都市地域リハビリテーション推進センター障害者支援施設 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害福祉サービスには、就労に向けて通所する事業所もあるよ。復職や新規就労を目指しているけ

れど、すぐに仕事は難しいという場合に、まずは体力や集中力、他者とのやりとりなどを慣らすのにも

役立つよね。いろんな事業所があるので、目的や雰囲気に合うところを探してね。 
就労支援に関しては、入門講座５ダウンロード版資料 も参考にしてね。 
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いろんな人と接することで、脳にも良い刺激になるし、同じような体験をした他の方を知ることで、気づきを得たり、次

の目標ができたりするよ。長くつきあっていく障害だけに、ご本人、家族ともに余力を持てるよう、上手にサービスを

活用していってほしいな。 

同じような経験をした方との情報交換や交流を目的とした「高次脳機能障害当事者・家族交流会」も

当センターで開催しているよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンク：各地の高次脳機能障害支援拠点機関 

（国立障害者リハビリテーションセンター 高次脳機能障害・支援センター） 


